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新年快乐 

神谷俊之 

 

ついこの前中国で初めて新年を迎えました。9月に中国へ留学に来てから４か

月が過ぎ、早くも 2013 年になってしまいました。本当に時間が経つのが速く驚

いています。それだけ充実した留学生活を送っているのだと思います。 

中国語はなるべく多く使うようにしています。例えば、タクシーに乗ったと

きには必ずタクシーの運転手と話すようにしています。タクシーの運転手は優

しい人が多いので、私が間違った使い方をしたときには丁寧に説明してくれる

のでとても良いです。語学は使えば使うほど上達すると思うので、これからも

中国人と話すときには恥ずかしがらずに使っていこうと思います。 

そして先ほど新年を迎えたと言いましたが新年は北京で迎えました。イスラ

エル人の友達とアメリカ人の友達、そしてドイツ人の友達と一緒に北京へ行き

ました。彼らは冗談を言うのがとても好きで、彼らと遊ぶのはとても楽しいで

す。北京へは一番早い電車で行きました。往復 800 元ぐらいで、かかった時間

は３時間ほどでした。電車の中は快適でした。北京に着いてからはユースホス

テルに向かいました。ユースホステルとは部屋によってベットの数が違うので

すが一つの部屋に大体４つから 8 つぐらいベットがあり、知らない人と同じ部

屋に寝るというシステムのホテルです。値段はとても安く私が泊まった部屋は

一泊 66 元でした。日本円だと 1000 円ぐらいでとても安かったです。部屋もき

れいで普通のホテルと同じでした。そのあと 2013 年のカウントダウンのためナ

イトクラブに行きました。私は趣味が DJ なのでナイトクラブに行くのはとても

楽しみでした。11 時ぐらいにナイトクラブに着いた時にはすでに大勢の人がい

てとても盛り上がっていました。客層はいろいろな国の人がいて北京はとても

国際的な都市だと感じました。そして 12 時になる 10 秒前にカウントダウンが

始まりました。10 秒数えたあとに、日本語で「あけましてあめでとう」という

意味の「新年快乐」をみんなで言って新年を祝いました。このような素晴らし

い形で新しい年が迎えられてとても良かったです。 

 

 

 



 

大晦日の北京の様子 

 

 

 

一緒に北京に行った友人たち 


